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⩭

もっと！産後ケア・育児支援の場としてコミュニ
ケーションしやすいラウンジに。
☆ラウンジ「チューリップ」の改修
段差をなくし、マタニティヨガやアロマテラピーなど産後
ケア・育児支援の場として、お母さんはじめご家族のみな
さまも気軽に来ていただける場所にしたい！

もっと！温もりある優しい内装で、リラックスし
て過ごせる病室に。
☆女性専用病棟、個室部屋の内装リフォーム
「アットホームでリラックスできる場所」というコンセプ
トで、温もり感じる雰囲気、そして不安が和らぐ優しいお
部屋にしたい！

院
内
助
産
院
を
マ
マ
と

赤
ち
Ỵ
ん
の
特
別
な
場
所
に

Ỗ
あ
た
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か
な
医
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を
め
ざ
し
て
Ỗ

ク
ラ
ウ
ド
フ
Ỹ
ン
デ
ỹ
ン
グ
に
挑
戦

諏
訪
中
央
病
院

リ
レ
ồ
コ
ラ
ム

諏訪中央病院
小児産科女性病棟師長

ふじ た ゆ り

藤田 由理

クラウドファンディングで叶えたいこと

長
野
日
報
に
て
連
載
中　

毎
月
第
一
日
曜
日
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０
２
３
年　
　

月
３
日
掲
載
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